
まえがき＝船舶には数多くの鋳鍛鋼品が使用されている
（図 1）が，その中でも推進用のディーゼル機関に用い
られるクランク軸は主要部品の一つである。大型船舶に
使用されている 2ストローク・ディーゼルエンジン用ク
ランク軸は大型の部品であり，通常，一体物で製造する
ことが不可能なため，回転の中心軸であるジャーナル軸
と，偏芯部であるスローとを焼ばめにより結合した「組
立型クランク軸」（写真 1）が使用されている。このスロー
（写真 2）には鍛鋼製のものと鋳鋼製のものがある。







5．操業条件の確立

5．1　加熱温度

　別途実施したドリルによる人工欠陥を用いた厚板材の
部分圧延実験により，同じ圧下量が得られるならば加熱
温度の違いによる欠陥圧着効果には差が無いことが確認
されている。そこで実操業での加熱温度は生産性，ロー
ラの耐熱・耐荷重などを考慮し，850 ～ 1 000℃とした。



クロシュリンケージが圧着すると考えることができる。
　実際には加工時の静水圧応力値は絶対値ではなく，加
工温度や材質の違いにより異なる変形抵抗の影響を受け
て変化するので，例えば （静水圧応力／材料の変形抵抗
値）のような形で無次元化すれば良いと考えられる。
　図 11は，φ


